
 多摩地域の中小企業の受発注を対象とした実証事業 

 受発注データを起点と終点に据え、実際の生産に係る情報を一元的に扱い、中小企業で扱われるす
べての情報をデジタル化し、トレーサビリティや分析に利用 

 金融機関と連携し、受注時点での融資を実現する仕組みを検討 

10.多摩地域活性化のためのビジネス情報共通EDI連携 
～ 実証検証の概要 ～ （管理法人：武州工業株式会社） 

本事業の成果見込 

事業終了後の普及計画 

実証参加企業 

 本システムと連携できるIoTソリューション外販な
どと併せシステムを外販し、２０２２年までに中小
企業を中心として累計販売数200社への導入を目指す。 

・現在、FAXやWeb-EDI、フリーフォーマットの電
子メールなどで扱われている受発注、出荷検収情報
交換を電子化し、さらにそれらの情報を「生産」情
報の起点と終点にすることで受発注や出荷検収、生
産実績、トレーサビリティといった情報を一元的に
管理し、各種分析に利用できるようにする 

・受注時点での融資する仕組みを検討し、中小企業
のキャッシュフローの改善を図る 

共通ＥＤＩサービスプロバイダ 

武州工業株式会社 

業務アプリケーション提供事業者 

武州工業株式会社 

受注企業 

システム連携 

業務利用 

・市村酸素株式会社 

・有限会社ケイ・ジー・エス 

・原工業所株式会社 
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機械動作情報収集のための 
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発注企業 
・武州工業株式会社 

業務利用 

POファイナンスワーキンググループ（Tranzax株式会社） 

 
・多摩信用金庫 

・西武信用金庫 

・北陸銀行 

・北洋銀行 

・三井住友信託銀行 

・足利銀行 

多摩グループ メガ・地銀グループ 

POファイナンス 

への適用検討 



10.多摩地域活性化のためのビジネス情報共通EDI連携 
～ 実証検証全体図 ～ （管理法人：武州工業株式会社） 

実証検証全体図 

製造業にとって受発注、出荷、検収に関するEDI連携は100ある生産管理業務の内の個々の1つにすぎません。そこ
で、受注を生産の起点、出荷・検収を生産の終点と捉え、「生産」と「取引」を関連付けることで「100ある業務全
てのデジタル化」を目指します。蓄積された生産デジタル情報の分析から、様々な「気づき」を現場にもフィード
バックすることで、有効で継続的な改善を促していきます。 

また、その情報の一部を金融機関に提供することで、信頼性の高い企業の「状態」を金融機関が知ることにより、受
注情報を融資の有効な検討材料とすることの可能性について検討を行います。 

共通EDIプロバイダ機能 

受注企業 

市村酸素（株） 武州工業（株） 

発注企業 

変換 変換 

注文/ 
注文回答 

注文/注文回答 

 
 

生産情報ERPクラウドサービス 

注文/ 
注文回答･ 

共通EDI連携I/F 
アプリケーション 

変換 変換 

(有)ケイ・ジー・エス 

基幹業務  
アプリケーション 

（株）原工業所 

POファイナンスワーキンググループ 

注文/ 
注文回答 

受注情報参照 

凡例 

国連CEFACTフォーマット 

固有フォーマット送受信 

固有フォーマット参照 

武州工業 
生産管理 

原工業所 
生産管理 

受注企業 受注企業 

変換 変換 


